
 

 

満蒙開拓青少年義勇軍内原訓練所の日輪兵舎(昭和 13

～14 年頃）（下、『写真記録茨城 20 世紀』より）。満蒙

開拓青少年義勇軍内原訓練所之碑（右、元義勇軍訓練所

正門跡付近に昭和50年４月に建立された。高さ約7.5m） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

            

  

   

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍 

満
州(

現
中
国
東
北
部)

へ
の
移
民
は
、
満
州

国
が
建
国
さ
れ
た
1932(

昭
和
７)

年
か
ら
、
関
東

軍
の
主
導
の
も
と
に
始
ま
り
ま
し
た
。
1936
年
５

月
、
日
本
政
府
は
、
重
要
国
策
の
一
つ
と
し
て
、

｢

満
州
農
業
移
民
百
万
戸
移
住
計
画｣

を
発
表
し
、

戸
数
100
万
、
人
数
500
万
の
農
業
移
民
入
植
計
画

【
昭
和
12
年
～
31
年
】
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、

軍
隊
要
員
と
し
て
不
可
欠
な
成
人
男
子
の
移
民

が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、

同
年
11
月
３
日
に
加
藤
完
治
ら
６
名
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
た｢

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
編
成

に
関
す
る
建
白
書｣

を
踏
ま
え
て
、
14
・
15
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
少
年
の
移
民
計
画
に
着
手
し
ま

し
た
。 

1938
年
１
月
、
政
府
は
、｢

片
手
に
鍬
、
片
手
に

銃｣

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
、
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
の
募
集
【
応
募
条
件
は
、
小
学

校
を
卒
業
し
、
数
え
年
16
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の

身
体
強
健
な
る
男
子
で
、
父
母
の
承
諾
を
得
た

者
】
を
始
め
ま
し
た
。
自
由
応
募
が
原
則
で
し

た
が
、
実
態
は
、
当
局
か
ら
各
道
府
県
【
当
時
、

東
京
は
大
阪
・
京
都
と
と
も
に
「
府
」
だ
っ
た
。】

へ
の
割
り
当
て
が
あ
り
、
更
に
、
道
府
県
か
ら

各
学
校
へ
の
割
り
当
て
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
応
じ
、
各
高
等
小
学
校
の
担
当

教
師
に
よ
り
、
卒
業
生
に｢

自
主
的
に
応
募
す
る

よ
う
に
。｣

と
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
、
早
く
も

同
年
４
月
８
日
に
は
、
義
勇
軍
第
１
次
訓
練
生

の
渡
満
壮
行
式
が
内
原
訓
練
所
で
挙
行
さ
れ
、

義
勇
軍

5,000
人
が
満
州
に
渡
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
同
年
６
月
、
農
林
・
拓
務
両
省
に

よ
る｢

分
村
移
民
計
画｣

が
作
成
さ
れ
、
翌
年
12

月
22
日
に
は
、
日
満
両
国
政
府
が｢

満
州
開
拓
基

本
要
綱｣

を
発
表
し
、
満
州
移
民
事
業
が｢

日
満

両
国
の
一
体
的
重
要
国
策｣

と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
つ

い
て
は
、
日
満
両
国
の
開
拓
関
係
機
関
で
創
る

訓
練
本
部
を
新
京
に
置
き
、
各
機
関
の
協
議
に

よ
り
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
満

蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
重
要
性
が
、
よ
り
一

層
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
貧
困
の
た

め
活
路
を
満
州
に
求
め
る
農
村
の
青
少
年
た
ち

は
、
満
州
で｢

十
町
歩
地
主｣

に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
、
義
勇
軍
に
応
募
し
ま
し
た
。
各
道
府
県

で
選
抜
さ
れ
た
若
者
た
ち
は
、
茨
城
県
内
原
町

の
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所
で
の
３
ヶ

月
の
基
礎
訓
練
と
満
州
国
の
現
地
訓
練
所
で
の

３
ヶ
年
の
訓
練
と
を
経
て
、｢

義
勇
隊
開
拓
団｣

と
し
て
入
植
し
ま
し
た
。
こ
の
満
蒙
開
拓
青
少

年
義
勇
軍
に
は
、
1938
年
か
ら
1945
年
の
敗
戦
ま
で

の
８
ヶ
年
の
間
に
、
８
万
6530
人
の
若
者
が
送
り

出
さ
れ
、
満
州
開
拓
民
送
出
事
業
総
体
の
人
員

の
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練
所 

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練
所
は
、

日
本
国
民
高
等
学
校
【
農
本
主
義
に
基
づ
く
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
高
等
学
校
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
1927
年
に
西
茨
城
郡
宍
戸
町(

現
笠
間
市
平
町
、

常
磐
線
友
部
駅
南
東
約
２
km)

に
農
村
の
中
堅

人
物
の
養
成
を
目
的
に
創
立
さ
れ
た
。
初
代
校

長
は
加
藤
完
治
。
1935
年
に
内
原
に
移
転
さ
れ
、

現
在
、
日
本
農
業
実
践
学
園
と
し
て
存
続
し
て

い
る
。】
の
農
場
を
中
心
と
し
て
、
日
本
国
民
高

等
学
校
協
会
と
満
州
移
住
協
会
と
に
よ
っ
て
、

1938
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
【
所
長
を
加
藤

完
治
が
兼
務
し
、
満
州
側
現
地
訓
練
所
は
満
州

拓
殖
公
社
が
建
設
し
た
】。
訓
練
所
の
敷
地
は
40ha
、

日
輪
兵
舎
が
300
余
棟
設
け
ら
れ
、
常
時
数
千
人

の
若
者
が
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
生
徒
300

名
を
標
準
と
し
て
１
個
中
隊
が
編
成
さ
れ
、
中

隊
は
５
個
小
隊
に
分
か
れ
、
１
個
小
隊
ず
つ
日

輪
兵
舎
で
起
居
を
共
に
し
ま
し
た
。
毎
日
の
生

活
は
、
軍
隊
と
全
く
同
じ
で
ラ
ッ
パ
で
起
き
、

ラ
ッ
パ
で
寝
る
生
活
で
、
予
科
練
同
様
に
分
刻

み
の
厳
し
い
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

1939
年
に
は
、
土
浦
中
学
生
た
ち
も
訓
練
所
を
見

学
し
、
５
年
生
藤
平
貞
雄(

中
39
回)

は
、『
進
修

第
43
号(

1940
・
昭
和
15
年
３
月
１
日
発
刊)

』
に

｢

内
原
訓
練
所
見
學
の
記｣

を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。 

｢

水
戸
市
の
南
三
里
常
磐
線
内
原
驛
よ
り
約

十
五
町
、
日
本
國
民
高
等
學
校
に
隣
接
す
る
別

天
地
、
こ
ヽ
ぞ
そ
の
名
も
高
き
、
滿
蒙
開
拓
靑

少
年
義
勇
軍
訓
練
所
で
あ
る
。
そ
の
入
口
に
は
、

カ
ー
キ
色
の
制
服
に
戰
闘
帽
姿
も
凜
々
し
い
歩

哨
が
立
つ
て
ゐ
る
。
受
付
か
ら
案
内
係
に
付
い

て
行
く
と
、
種
々
樣
々
な
建
物
、
大
小
三
百
餘

棟
の
日
輪
兵
舎
が
眼
前
に
展
開
す
る
。
そ
れ
ら

無
數
に
点
在
す
る
日
輪
兵
舎
や
、
一
段
と
高
い

本
部
建
築
か
ら
學
校
の
朝
禮
台
の
樣
な
も
の
迄
、

す
べ
て
皮
の
付
い
て
ゐ
る
儘
の
丸
木
を
半
分
に

割
つ
た
も
の
で
作
つ
て
あ
り
、
あ
た
か
も
山
奥

の
木
樵
小
屋
を
見
る
や
う
で
あ
る
。
案
内
者
の

話
に
よ
る
と
此
所
に
在
る
大
部
分
の
建
物
は
凡

て
生
徒
の
手
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
普

通
一
小
隊
が
入
れ
る
日
輪
兵
舎
は
六
十
人
あ
れ

ば
、
一
日
で
作
れ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。

大
食
堂
な
ど
勿
論
日
輪
型
で
あ
る
が
、
凡
て
が

理
想
的
に
無
駄
の
無
い
樣
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
に
は
本
當
に
驚
か
さ
れ
た
。
又
此
處
へ
來

る
者
は
、
入
所
當
時
は
、
規
律
正
し
い
嚴
格
な

生
活
に
、
非
常
な
束
縛
を
感
ず
る
さ
う
で
あ
る

が
、
約
三
箇
月
た
つ
て
、
い
ざ
此
處
を
離
れ
て

滿
洲
に
行
く
こ
と
に
な
る
と
、
非
常
な
懷
し
み

を
感
じ
て
離
れ
に
く
ヽ
な
る
と
の
こ
と
で
あ
つ

た
。
そ
し
て
都
會
の
影
響
を
受
け
、
多
分
に
都

會
の
風
を
吸
つ
た
者
ほ
ど
、
滿
洲
の
地
に
行
つ

て
、
ど
ん
底
の
生
活
を
す
る
に
は
耐
え
ら
れ
な

い
と
言
ふ
事
で
あ
つ
た
。
又
此
處
の
訓
練
は
、

皇
國
農
民
精
神
と
、
大
陸
開
拓
に
必
要
な
心
身

の
鍛
錬
と
東
洋
平
和
確
保
の
礎
た
ら
ん
と
す
る

事
を
目
的
と
し
て
、
や
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
、
そ

の
食
物
も
滿
洲
の
氣
候
風
土
に
適
し
た
最
も
簡

單
で
最
も
榮
養
に
富
ん
だ
物
を
與
へ
て
ゐ
る
と

の
事
で
あ
つ
た
。
種
々
説
明
を
聞
い
た
本
部
側

の
教
室
の
樣
な
ト
ー
チ
カ
式
建
物
の
中
に
は
、
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戦時下の土浦中学生５～満蒙開拓青少年義勇軍内原訓練所～ 

水戸市内原町の JR 常磐線内原駅から南東へ約１ｋｍの所に満

蒙開拓青少年義勇軍内原訓練所跡地があります。日中戦争から太

平洋戦争にかけて、｢内原｣の名は、満蒙開拓青少年義勇軍ととも

に全国に知られました。14・15 歳から 18 歳の義勇軍の若者たち

は、内原駅から満州へと渡っていきました。 

文中の【  】内は筆者による注記です。 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

満州の現地訓練所入所式（昭和

15～16 年頃）（下、『満蒙開拓青

少年義勇軍写真集』より）。満蒙

開拓殉職者之碑（右、水戸市内

原町の地蔵院，義勇軍の遺骨 26

柱，内原訓練所死亡の９柱、武

具池の工事の殉職者２柱の計 37

柱を合祀しています。高さ約 2m） 

入
所
す
る
者
の
年
齢
や
職
業
、
病
氣
の
種
類
、

脱
逃
者
の
數
等
い
ろ
い
ろ
の
統
計
を
取
つ
た
グ

ラ
フ
な
ど
が
張
つ
て
あ
つ
た
り
、
滿
洲
の
地
の

種
々
の
寫
眞
等
が
か
ヽ
げ
て
あ
つ
た
。
外
へ
出

る
と
、
廣
大
な
平
地
に
は
、
周
圍
に
標
的
が
あ

り
、
一
隅
に
は
掩
蔽
壕
、
土
俵
な
ど
が
あ
つ
た
。

丁
度
戰
闘
教
練
や
消
防
訓
練
の
最
中
で
あ
つ
た

が
、
皆
非
常
に
熱
心
で
元
氣
溌
剌
と
し
て
外
か

ら
見
て
も
誠
に
氣
持
よ
く
感
じ
た
。
そ
れ
か
ら

軍
隊
式
に
規
律
正
し
く
教
育
さ
れ
て
ゐ
る
に
は

驚
か
さ
れ
る
の
で
、
本
部
迄
案
内
し
て
く
れ
た

者
の
言
葉
態
度
な
ど
全
く
立
派
な
も
の
で
、
こ

ち
ら
が
顏
負
け
す
る
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。
方
々

見
學
し
て
先
づ
目
に
付
く
こ
と
は
、
建
物
の
簡

易
粗
末
よ
り
も
、
ど
の
兵
舎
の
ド
ア
に
も
皆
日

の
丸
が
付
い
て
ゐ
る
事
や
そ
の
入
口
に
種
々
の

樹
木
が
必
ず
植
ゑ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
又
各

兵
舎
の
周
圍
に
は
溝
が
掘
つ
て
あ
り
、
土
が
も

り
上
げ
て
あ
る
、
温
度
を
逃
が
さ
ぬ
爲
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
そ
の
内
部
に
は
、
眞
中
の
柱
の
周

圍
に
眞
新
ら
し
い
水
筒
が
き
ち
ん
と
下
つ
て
ゐ

る
。
壁
際
に
は
飯
盒
や
ト
ラ
ン
ク
、
行
李
、
書

物
等
各
自
の
持
物
や
寝
具
が
き
ち
ん
と
整
頓
さ

れ
て
在
る
。
誰
も
そ
の
上
に
二
階
が
あ
る
と
は

思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
利
用
の
た
く

み
な
の
に
は
皆
少
な
か
ら
ず
驚
か
さ
れ
た
樣
だ

つ
た
。
そ
れ
か
ら
便
所
も
日
輪
型
で
、
ち
や
ん

と
消
毒
し
て
綺
麗
に
し
て
あ
る
。
な
か
な
か
上

手
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
こ
う
ゆ
う
型

の
便
所
は
誰
し
も
生
れ
て
始
め
て
ヾ
あ
ら
う
。

少
し
行
く
と
各
中
隊
の
風
呂
場
、
炊
事
場
な
ど

が
あ
り
、
數
名
の
當
番
生
徒
が
居
て
、
各
仕
事

に
從
事
し
て
ゐ
た
。
又
井
戸
掘
を
や
つ
て
ゐ
た

組
が
あ
つ
た
が
、
本
職
の
井
戸
屋
の
樣
に
上
手

で
あ
つ
た
。
途
中
仕
事
の
樣
子
を
見
學
し
た
が
、

砂
を
運
ぶ
者
、
兵
舎
の
修
繕
大
工
を
や
る
者
、

屋
根
葺
を
や
る
者
、
兵
舎
内
の
改
造
を
す
る
者
、

道
路
や
溝
を
作
る
者
凡
て
指
揮
者
も
何
も
彼
も

一
體
に
な
つ
て
熱
心
に
勵
ん
で
ゐ
る
の
が
特
に

目
に
映
つ
た
。
尚
進
ん
で
行
く
と
、
堆
肥
製
造

所
、
馬
場
、
廣
大
な
畜
舎
、
夜
學
教
室
等
種
々

な
も
の
が
在
る
。
續
い
て
木
工
室
、
此
處
に
は

木
造
機
械
類
が
澤
山
あ
る
。
次
は
竹
細
工
室
、

藁
細
工
室
、
こ
ヽ
で
は
仕
事
に
用
ふ
る
種
々
の

笊
【
ざ
る
】
や
籠
【
か
ご
】
等
い
ろ
い
ろ
必
要

な
品
を
作
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
又
少
し

行
く
と
、
一
つ
ぽ
つ
つ
り
藁
葺
の
ト
ー
チ
カ
式

建
物
が
在
る
、
こ
れ
は
此
處
で
一
番
最
初
に
建

て
た
日
輪
兵
舎
で
片
見
に
殘
し
て
置
く
の
だ
さ

う
だ
。
そ
の
隣
に
は
堂
々
た
る
佃
煮
加
工
場
、

麭
麺
製
造
所
、
共
同
焚
事
場
等
が
あ
る
。
こ
れ

は
専
門
家
の
建
て
た
立
派
な
建
物
で
あ
り
、
共

同
炊
事
場
は
渡
滿
前
忙
し
い
時
等
に
、
此
處
で

一
緒
に
炊
事
を
す
る
の
だ
さ
う
だ
。
續
い
て
味

噌
醤
油
の
釀
造
所
が
在
る
。
こ
れ
は
日
輪
型
の

相
當
大
き
な
建
物
で
あ
つ
た
が
、
唯
、
一
部
分

壁
を
塗
つ
た
だ
け
で
完
成
し
て
ゐ
な
か
つ
た
。

養
魚
場
を
左
に
見
て
、
尚
前
進
を
續
け
る
と
、

生
徒
が
道
路
工
事
や
松
林
の
芝
刈
を
や
つ
て
ゐ

る
の
が
目
に
つ
く
、
皆
黙
々
と
し
て
働
い
て
ゐ

る
。
大
通
を
横
切
つ
て
行
く
と
鐵
工
場
が
在
る
、

生
徒
が
鍬
の
燒
入
れ
か
ら
唐
鍬
の
製
造
、
萬
能

の
修
理
等
迄
す
べ
て
自
分
等
の
手
で
や
つ
て
ゐ

る
。
こ
れ
に
は
皆
非
常
に
感
心
し
た
。
次
は
診

療
所
で
あ
る
、
粗
末
な
丈
の
低
い
建
物
だ
が
内

部
は
驚
く
ほ
ど
立
派
で
あ
る
。
各
診
療
室
に
は

あ
ら
ゆ
る
器
具
機
械
類
が
あ
り
、
看
護
婦
が
忙

し
げ
に
働
い
て
ゐ
る
。
そ
の
裏
に
は
、
よ
り
一

層
近
代
的
裝
備
が
さ
れ
て
ゐ
る
新
ら
し
い
立
派

な
建
物
が
あ
る
。
此
處
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
そ

の
他
種
々
の
重
要
な
機
械
類
が
在
り
、
今
迄
の

處
と
別
世
界
の
樣
な
感
じ
が
す
る
。
そ
の
隣
り

に
は
少
し
離
れ
て
日
當
の
よ
い
、
綺
麗
な
障
子

張
り
の
座
敷
の
あ
る
建
物
が
在
る
。
中
に
白
衣

を
着
た
人
が
讀
書
し
て
ゐ
た
。
此
の
訓
練
所
で

は
丈
夫
な
者
は
力
一
杯
働
い
て
ゐ
る
が
、
一
旦

病
氣
に
な
つ
た
者
は
大
切
に
保
護
さ
れ
て
ゐ
る

と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
病
人
は

電
燈
も
付
い
て
ゐ
て
普
通
の
家
と
少
し
も
變
つ

て
ゐ
な
い
、
靜
か
で
よ
い
所
に
病
後
を
養
つ
て

ゐ
る
。 

斯
く
て
大
體
見
學
も
終
つ
た
の
で
、
本
部
側

の
建
物
へ
歸
つ
て
麥
湯
を
御
馳
走
に
な
り
な
が

ら
晝
食
を
取
つ
た
。
歸
る
途
中
鍬
や
『
モ
ツ
コ
』

を
擔
ぎ
、
隊
伍
正
し
く
歸
つ
て
來
る
作
業
實
習

班
や
、
銃
を
執
ひ
、
き
ち
ん
と
伍
を
組
ん
で
軍

歌
を
歌
ひ
な
が
ら
、
歩
武
堂
々
と
歸
つ
て
來
る

教
練
班
等
に
出
會
つ
た
。
此
等
を
見
て
私
は
非

常
に
氣
持
よ
く
感
ず
る
と
共
に
、
非
常
に
心
強

い
感
に
打
た
れ
た
。
嚠
喨
た
る
喇
叭
の
音
が
響

い
て
來
た
。
集
合
喇
叭
だ
。
…
… 

我
等
は
こ
ヽ
に
別
れ
を
惜
し
み
つ
ヽ
、
懷
し

の
訓
練
所
を
出
た
。
來
る
時
に
は
さ
ほ
ど
立
派

な
所
で
あ
る
ま
い
と
思
つ
て
來
た
の
に
、
歸
り

に
は
こ
れ
程
心
が
變
る
も
の
か
と
、
そ
の
心
境

の
大
い
さ
に
唯
々
驚
か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

嗚
呼
想
へ
ば
今
日
は
有
意
義
な
一
日
で
あ
つ
た
。

私
は
蔭
な
が
ら
聖
鍬
の
使
徒
に
、
滿
蒙
の
開
拓

者
に
幸
多
か
れ
と
祈
つ
た
。｣ 

渡
満 

生
徒
た
ち
は
、
内
原
訓
練
所
で
３
ヶ
月
の
基

礎
訓
練
を
受
け
た
後
に
、
満
州
の
現
地
訓
練
所

に
入
所
し
、
電
気
も
な
け
れ
ば
水
道
も
な
い
、

ラ
ン
プ
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
自
分
た
ち

で
宿
舎
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
所

も
あ
り
、
煉
瓦
造
り
に
失
敗
し
た
所
で
は
、
マ

イ
ナ
ス
30
～
40
℃
に
も
な
る
冬
季
に
は
、
宿
舎

の
中
で
凍
死
す
る
者
も
出
た
と
言
い
ま
す
。
食

事
は
自
炊
で
、
主
食
は
高
粱
を
大
量
に
炊
き
込

ん
だ
高
粱
飯
、
副
食
は
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
で
し
た
。

冬
に
な
っ
て
野
菜
が
と
れ
な
く
な
る
と
、｢

太
平

洋
汁｣

と
い
う
名
の
具
な
し
の
塩
汁
に
な
り
ま

し
た
。 

各
人
に
は
小
銃
と
実
弾
100
発
と
が
渡
さ
れ
、

農
業
実
習
と
と
も
に
軍
事
教
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
政
府
に
と
っ
て
の
彼
ら
の
位
置
づ
け
は｢

兵

士
予
備
軍
」
で
あ
り
、
訓
練
が
終
了
す
る
と
、

ソ
連
と
の
国
境
近
く
の
開
拓
地
【
中
国
人
の
耕

作
地
を
日
本
政
府
が
強
権
的
に
安
い
値
段
で
買

い
上
げ
た
も
の
】
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
彼
ら

は｢

十
町
歩
地
主｣

を
夢
見
て
【
政
府
は｢

十
町
歩

地
主｣

に
な
れ
る
と
宣
伝
し
て
い
た
。
】
、
酷
寒
猛

暑
を
克
服
し
、
ひ
た
す
ら
開
拓
の
鍬
を
振
る
い

続
け
ま
し
た
。 

 
 

           

し
か
し
、
藤
平
の
祈
り
と
は
裏
腹
に
、
義 

 

勇
軍
を
は
じ
め
と
す
る
満
蒙
開
拓
団
の
人
々
は
、

終
戦
に
よ
り
悲
惨
な
運
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
敗
戦
時
、
満
州
に
は
150
万
の
民
間
人
と
50

万
の
関
東
軍
兵
士
と
が
い
ま
し
た
。
侵
攻
し
て

来
た
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
や
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
に
抑
留
さ
れ
た
日
本
人
は
63
万
、
う
ち

過
酷
な
環
境
に
よ
り
死
亡
し
た
人
は
６
万
6400
に

及
び
ま
す
。
こ
の
抑
留
者
の
死
亡
を
含
め
て
、

ソ
連
の
侵
攻
後
に
亡
く
な
っ
た
人
の
総
数
は
、

24
万
5400
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
【
義
勇
軍
隊
員
総

数
８
万
6530
の
う
ち
の
死
亡
者
は
２
万
4000
で
あ
っ

た
。
】
。
生
き
残
っ
た
人
た
ち
は
、
苛
酷
な
体
験

を
重
ね
て
引
き
揚
げ
ま
し
た
が
、
帰
国
の
術
が

な
か
っ
た
多
数
の
人
々
が
、
残
留
孤
児
や
残
留

婦
人
と
し
て
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府

は
、
国
策
に
よ
っ
て
満
州
へ
の
移
民
を
勧
め
な

が
ら
、
1945
年
５
月
の
時
点
で
、
日
本
軍
は
ソ
満

国
境
付
近
か
ら
の
撤
退
を
既
に
開
始
し
て
お
り
、

開
拓
民
は
置
き
去
り
に
さ
れ
、
国
や
軍
か
ら
完

全
に
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。 
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